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第5図　案位別葉緑素濃度

向上に働いたものと思う。第2，5区lによると椴の活

力は穂揃期ころでは上節位発生根では大差ないが．下

節位発生掛こおいて地力による差が朗著にあらわれ，

このこと．が登熟の良化に大きく園与したものと推察さ

れる。また板の活力と深い関係にある稲体の活性につ

いては，第5図に示したように穂捕期ころの8月12日

の調査では，上位5葉の葉緑素濃度は地力の差によっ

て大差ないが，下位葉になるにしたがって無堆肥田で

すでに減少傾向にある。豊熟の後半の9月2日の調査

では，堆肥施用田で上位2業はかなり高い濃度を維持

しているのに反して，地力のない無堆肥田では全菓身

とも減少し，根の活力とともに稲体の活性も減少した

ものと考えられる。

このことから高地力によって稲体の活性維持が高く

維持され，早生品種の凋落型生育を防止し生育の拡大

に大きく寄与したことがうかがえる。

つぎに智権による有利性については，早期茎数確保

が主目的になるが，形態的に稲体を劣化しない密度条

件が必婆で，この試験の徳度の7㌦当り278株では稗長，

穂長とも劣化せず．茎数確保上からも8月24日ごろに

すでに900本の茎奴を確保し．地紋で800本確保し得た

大きな要因となっている。しかし．密相も地力の低い無唯

肥田では，稗長，穂長等形態的に劣化の方向にあり，高

地力条件で密値を有利に活用できるものと考える。

4　要　　　　　　約

早生品種，密植条件での多収化については，従来生

育量確保が十分でなく，また生育後半の凋落傾向を防

止することに主眼をおいて試験を実施した。

1．生育の確保は塵苗（中苗），密椎によって早期

茎数確保がなされ，地九　施肥配分の適切によって多

くの粒数確保となった。

2・茎数確保後の中干しおよび出穂後のかけ流し操

作による地温の低下等によって生育の調整がなされ，

高地力，深耕条件を有利に稲体に活用し凋落防止とと

もに豊熟良化に結びついた。

5・好気象条件（豊熟期間の高温多照）が耕桂条件

に反映し．多収化に大きく寄与したものと考える。

水稲に対する家畜ふん尿の利用方法について

第1報　水稲に対する液状豚ぶん尿の利用方法について

上野正憲・斉藤昭四月『

1　ま　え　が　き
れに利用されるほぷん炭排泄量との均衡がくずれ，余

剰のふん炭が水質汚濁，悪臭などの公害を多発するこ

養豚経営の規模拡大に伴い，・経営内の耕地面硫とそ　　とが懸念される。公害を防止し．ふん炭の有効利用を

＊MaSaOUENO，SyoShlro SAIT6（山形県農業試験場庄内支場）
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はかるには．畜産部門と耕種部門の連携を密にし，ふん　　散布後）施用の場合の有効な利用法について報告する。

尿の土壌還元を推進することが極めて重要である0

現在，豚ぶん尿の処理体系として，ふんは畜舎外に取り

出し，残ったふんと臥それに水とが混合された液状豚ぶ

ん尿が尿だめに貯留される方式が一般的である0

この液状腰ぶん尿の処理がもっとも大きな問題であ

り，土壌の還元は，土壌の浄化能を利用したふん尻処

理と肥料的効果を期待する両面をもっている0

ここでは，水田における液状藤ぶん尿の秋（稲わら

第1表　試験区の構成

2　試　験　方　法

1　試験場所　山形農試庄内支場繊場（強グライ土壌

粘土還元塾）

試験年次　昭49年～50年

供託品種　ササニシキ

移　　植　成苗手相

試験区の構成
三言蔓……絹呂197株／けヂ

（毎／1Da）

年

次
区　　 名

散 布

方 法
稲 わ ら

元　　　　　　 肥 幼　 形　 期 穂　 早　 期
備　　　　　　　　　 考

N P 2 0 5 Ⅹ2 0 N K 2 0 N K 2 0

4 9

標　 準

散　 布

7 5 0 5 ．0 ス 5 5 ．8 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0 ふ ん 尿 散 布 1 1 月 14 日

2 t O n 7 5 0 － －ー －・■・．
供 試 ふ ん 尿 の 成 分 （p p m ）

4 t o n 散　 布 7 5 0 －
T － N ：2 9 0 0 ． P 2 0 5 ：5 5 0 0

d t O n 散　 布 7 5 0 ー
K 2 0 ： 2 1 0 0

5 0

標　 準
－ 7 5 0 5 ．0 7 5 5 ．8 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ，0 ふ ん 尻 散 布 1 1 月 1 2 日

供 試 ふ ん 尿 の 成 分 （p p m ）

4 t o n

散　 布 7 5 0 － 2 ．8 2 ．0 2 ．0 2 ．0

秋　 耕 7 5 0 － 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0 T － N ： 2 2 0 8

N H 4 － N ： 7 5 5
8 t o n

散　 布 7 5 0 － － 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

秋　 耕 7 5 0 － － 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0 P 2 0 5 ： 1 5 4 5

Ⅹ2 0 ： 9 8 0
1 2 t O n

散　 布 7 5 0 － － 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

秋　 耕 7 5 0 － l
2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

5　試　験　結　果

1　豚ぶん尿施用による稲わらの腐熟促進について

秋季に稲わら上に，豚ぶん尿の散布と秋耕を組合せ

検討し，その結果を第2表に示した。

それによると，稲わらのT－Cは散布区より秋耕区

で低下が大きく．T－Nは秋耕区で低く，散布区で高

い傾向にある。豚ぶん尿施用による稲わら腐熱はT－

Cには影響が少ないが，T－Nの富化により（九が低

下する。この傾向はふん戌施用途の多いほど高い。

第2表　豚ぶん炭施用による稲わらの腐熱促進（昭50）

項

注．・供試ふん尿の成分（ppm）

T－N：2208，NH4－N：755．P205：1545，

K20：980

・豚ぶん尿散布　11月12日

・稲わらSampllng　4月25日

・稲わら散布時の組成

で－C：594多．T一一N：0．48留，％：82．1喀

2　豚ぶん尿（秋散布）の適正施用箆について

水稲に対して液状豚ぶん尿を秋施用する場合は．ふ

ん尿中のNの動態として，春先までの流亡，溶脱・土

壌による吸着・稲わらによる有検化・生育中期以降の

無挽化等を考慮して施用量を決定することが必要であ

る。

49，50年の収量調査を第5表に示した。

49年の結果として，豚ぶん尿dtOn（174時N／10a）

までの施用量では，元肥として期待される残存窒素量

に差がなく，追肥の必要性があり，総体的に豚ぶん奴

量が不足であった。そこで，50年は豚ぶん尿施用姑を

増加するとともに，施用方法として，稲わら」二への全

面散布と秋耕後散布の2系列を設置し検討した0

その結果，秋耕後ふん尿施用した場合は，生育中期

以降に急激に肥効があらわれ（第1，2図）4ton区
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第5表　収量調査

年

次

区

名

散

布

方

法

元　 肥 一

（惣 撃 ）
豚 ふ ん 尿 成 分 量

追 肥

（：Ⅹ呈 ）

玄 米 重

同 左比

（多 ）

倒 伏

程 度

備　　　 考

N P 2 0 5 Ⅹ2 0 N P 2 0 5 Ⅹ 2 0

4 9

標　　 準 － 5 ．0 7 5 5．8 － － － 2．0 ×2 8 5 4 1 D O．0 0 供 試 ふ ん尿 の 成

2 t O n 散 布 － － － 5．8 1 1．0 4．2 ー 5 7 8 8 8．1 0
分 （p p m ）

T －N ：2 90 0

P 20 5 ：55 0 0
4 t O n 散 布 － － － 11．6 22．0 8．4 － 5 7 4 8 7 8 ロ

‘t On 散 布 － － － 17 4 5 5．0 1 2．° － 5 8 1 8 8．8 D Ⅹ2 0 ：2 10 0

5 0

標　　 準
－ 5 ．0 7 5 5．8 － － － 2．D X 2 8 9 0 1 0 0．0 0 ～ 1 供 試 ふ ん尿 の 成

分 （p p m ）

4 t o n

散 布
ー 8．8 占．0 4．0 2，D X 2 8 5 2 9 1．8 0 ～ 1

秋耕＝
－ 8．8 占．0 4．0 2，D X 2 7 5 5 1 0ム 1 2 ～ 5 T －N ：2 2 0 8

N H 4－一心：75 5

P 2 0 5 ：15 4 5
8 t o n

散 布
－ － 1Z d 12．0 8．0 2．0 ×2 d 7 4 9 7 8 0 ～ 1

秋耕 － － 1Z d 12．0 8．0 2．0 X 2 d 7 1 9 7 2 5 Ⅹ2 0 ： 9 d O

1 2 t O n

散 布
－ － － 28．4 18．0 1 2．0 2 ．D X 2 8 8 5 9 鼠．2 1

秋耕＝
－ － ー

28．4 1 18・0 1 2．0 2 ．0 ×2 ！ 日日 8 8．6 4

注．散布方法　　散布……稲わら上に全面散布　　　秋耕＝・…秋耕後全面散布

－iホ　　　　Tl。

●－－●　標　準　区

T‾‾－：4tOn散布区
′一一一一1　4ton秋耕区

穂揃期　　成熟期

△一一一一一一一△　8ton秋耕区

に－　　　コ12tOn散布区

J－▲△　8tOn散布区　⊂し‥【‥□12tOn秋耕区

第1図　稲体Ⅳ含有率の推移（昭50年）

巨÷丁－し二二＿二二蓑圭十二二・占

三∴二二一一二・＿
［：二」－61価Il E遮＼61はm－川101【

r711101卜削崩削　　　他は期－rペ押机

第2図］町吸収経過（昭50年）

（8．8毎N／10a）が75S極Ⅳ／10aと最高収量を得た

のに対して，8tOn区（178極札／10a）および12ton

区（28．4晦Ⅳ／10a）はy過多の傾向を示し，倒伏，

豊熟不良により収量の低下が著しかった。一方，散布

区では12ton区（26．4喝N／1Da）ではぼ標準区に匹

敵する結果をみた。

以上のことから，水稲に対する液状豚ぶん尿の適正

施用鼻は

秋散布…………T－Ⅳとして50時相当量／10a

秋．秋耕後散布…・T－Ⅳとして10吻相当量．ハOa

と推定され．生育後半は追肥で対応する。

なお，秋稲わら上への全面散布の場合，T－Nとし

て10喝相当量／10a以下ならば次年度の施肥設計に影

響なく，水田土壌の浄化能を利用するとともに．稲わ

らの腐熱促進をはかることができる。

また，P205，K20　はT－Nを基準にして施用すれ

ば標準区より増加し，元肥に金肥を加用する必要はな

く，とくに，豚ぶん尿中のP205成分に注目すべきで

ある。

5　豚ぶん尿施用跡地土壌の化学性

豚ぶん尿施用跡地土壌の化学性を第4表に示した。

それによると，標準区に比較して，T－C，T－IJ，

湛水培養によって生成するNH4－Ⅳが明らかに増加し，

窒素的地力の増大につながる。

また，置換性塩基，可給態8102，P205も豚ぶん尿

施用区で増加し，施用量が増すにつれて著しい。
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第4表　作付跡地土壌の化学性（昭．50）

項

慧 目

ん

尿

T － C

（痴 ）

T － N

（痴 ）

㍉
C E C

（m o ）

置 換 性 塩 基 （m e ） 1 疹 ク エ

ン酸 可 浴

P 2 0 5

S i O 2

湛 水 培 養 に よ っ て

生 成 す る N H 4 － N

C a O M g O K 2 0

生　　　 土 風　 乾　 土

2 0 ℃ 5 0 ℃ 2 0 ℃ 5 0 ℃

① 標　 準 2．4 2 0 ．2 7 1 8 ．9 1 R 8 7 4 9 1．7 8 D．5 4 2 2 ．2 2 8 ．8 5．5 4 5 ．7 4 10 ．4 8 14 ．8 5

② 4 t O n 2 ．占0 0 ．2 8 4 鼠 2 1 貸 9 エ 7 7 1．9 7 0 ．5 5 2 4 ．2 2 8 ．8 4 ．4 5 7 2 7 15 ．2 4 19 0 8

③ 8 t O n 2 ．8 8 0 ．5 0 0 8 ．9 2 0．1 ス 8 1 2 ．2 8 0 ．5 4 2 8 ．2 5 2 ．2 5 ．2 2 8 ．4 1 15 ．4 0 2 ロ．1 0

④ 12 t O n 2 ．7 1 0 ．2 9 5 9 2 1 鼠 9 ス 8 1 2 ．1 5 0．4 0 5 2 ．5 2 8 ．0 5 ．5 5 1 4 ・5 4 1 18 ・5 6 1 2 1・9 1

4　お　あ　り　　に

液状豚ぶん尿は各塩雑多なものが多く，成分の濃度

差も非常に大きいのが特徴である。そのため，施用す

るにあたっては，あらかじめ，ふん尿中の成分を把捉

し，施用量を決定することが重要である。

また．秋散布の場合，睦畔漏水による河川への流亡

について配慮が必要であり，とくに，大量還元の場合

は注意を要する。

稚苗機械施肥移植栽培の局所施肥技術確立に関する研究

第1報　局所施肥水稲の初期生育と養分吸収（N）について

中鉢音素．横山連声．塩島光洲＊

1　ま　え　が　き

稚苗の機械移植栽培において，作業の省力化をはか

るため，田植機に装着して肥料を移植と同時に施用す

る作業機が開発されているが，水稲生育に対する効果

を期待するためには，肥料の形状，施肥量等とともに，

施肥位置と水稲生育について検討しなければならない。

本報告は施肥位置と水稲の初期生育及び養分吸収（N）

について，15Nラベル肥料を使用して検討した。

第1表　試験区の構成と各区内容

2　試　験　方　法

1．土壌型　黒色土壌強粘土塑（暗渠施工田）

2．規　模　木枠0．5×0．6m，0．18ナば，2連制

5，品　撞　ササニシキ，稚苗55日苗

4．1枠当り株数　4株，5本／イ抹

5．田　植　5月17日

8．試験区の構成と各区内容（第1表）

7　施肥位置（第1区l）

他 供 試肥 料 施 肥 位 置 ・施 肥畳
施 肥 成 分量 （グ／けヂ）

備　　　　　　　　　　　　　 考
N　　　　 P 2 0 5　　 K 2 0

1 単　 肥　 配　 合 全 層施 肥　 綬　 肥 4　　　　　 4　　　　　 4 硫安 （15N ラベ ル 5．1 a t o m 痴 ）

2 ク 表 層 ク　　　 〃 4　　　　　 4　　　　　 4 過　 石

5 ク 捌粂　 〃　　　 〃 4　　　　　 4　　　　　 4 塩　 加

4 ペ ース ト化 成 側 粂 ク　　　 ク 4　　　　　 4　　　　　 4 ペ ー ス ト化成

5 　 ク
1

〃　 ク　　 多　 肥 d　　　　　 d　　　　　 d （15N ラベ ル 5．O a t O m 肇 ）

い　　 ク 粂間 ク　　 牒　 肥 ．　 4　　　　 4　　　　 4 N － P －正二＝ 12 喀 オー ル

＊TomioCHUBACHI，TatsuhoiYoKOYAMA，MitsuhiroSHIOJIMA（宮城県農業セソタ‾）


